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令
和
７
年
葛
巻
町
消
防
出
初
式

は
１
月
５
日
、
社
会
体
育
館
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
、町
消
防
団(

向

川
原
德
志
団
長)

、
町
婦
人
消
防

協
力
隊
（
村
中
千
鶴
子
隊
長
）
な

ど
関
係
者
約
２
３
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
統
監
の
鈴
木
重
男
町
長
は
、「
消

防
団
、
婦
人
消
防
協
力
隊
の
皆
さ

ん
に
は
年
間
を
通
し
て
献
身
的
に

消
防
使
命
達
成
の
た
め
尽
力
い
た

だ
き
感
謝
し
ま
す
。
火
災
の
な
い

町
を
実
現
す
べ
く
、
さ
ら
な
る
精

進
を
期
待
し
ま
す
」
と
訓
示
し
ま

し
た
。
向
川
原
団
長
は
「
近
年
全

国
的
に
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い

る
。
火
災
や
災
害
の
な
い
一
年
と

な
る
よ
う
消
防
活
動
に
ま
い
進
し
、

技
術
習
得
に
向
け
て
も
精
進
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
消
防
団
員
の

士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
民
ら
も
見
守
る
中
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
葛
巻
駅
か
ら
葛
巻
小
学

校
ま
で
規
律
正
し
い
分
列
行
進
を

行
い
、
地
域
の
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。

無
火
災
を
目
指
し
さ
ら
な
る
精
進
を

令
和
７
年
町
消
防
出
初
式

1雪が舞う中、堂々と
した分列行進を披露
する消防団員2訓示
を述べる統監の鈴木
町長3消防団員を鼓
舞する向川原団長4
息の合った演奏を見せ
るラッパ隊の皆さん

　１月４日、町民憲章推進協議会（中村哲雄会長）が主
催する新年交賀会がグリーンテージで開催され、町内の
各団体や企業の代表者など約120人が参加しました。
　オープニングは馬淵川源流太鼓の会が新春太鼓を披露
し、新年の幕開けを飾りました。その後参加者は町民憲
章を朗唱するとともに声高らかに町民歌を斉唱しました。
　中村会長は「今年は町制70周年、町民憲章が制定され
て50周年の節目の年です。町が進める施策を理解し応援
することが、町の発展につながると確信している」とあ
いさつし、よりよいまちづくりに向けたより一層の団結
を呼びかけました。
　参加者は新年のあいさつを交わし懇親を深めながら、
各団体、事業者を超えた連携を確認し合っていました。

節目の年に一層の団結
町民憲章推進協議会が新年交賀会開催

△盛大に行わ
れた恒例のワ
イン開き
◁オープニン
グを飾った馬
淵川源流太鼓
の会による新
春太鼓

  守ろう「農地」作ろう「地域計画」

農地の貸し借りは、農業委員会へ

荒
谷
さ
ん
深
澤
さ
ん
を

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

　
１
月
１
日
付
け
で
、
荒
谷
光
子

さ
ん
と
深
澤
優
孝
さ
ん
が
法
務
大

臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。（
任
期
は
令
和
９
年

12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
）

　
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
４
人
で
、

荒
谷
さ
ん
と
深
澤
さ
ん
の
ほ
か
に

上
小
路
隆
男
さ
ん
（
田
代
）、
丹

内
勉
さ
ん
（
茶
屋
場
）
が
委
嘱
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

の
啓
発
活
動
や
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
に
も
応

じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
住
民
会
計
課
☎
65ｰ

８
９
９
３

深澤 優孝 さん

（65歳・橋場）
荒谷 光子 さん

（70歳・小田）
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問農業委員会事務局☎65-8986

　▶

　１月21日、葛巻町交通安全大会（町交通安全対策
協議会主催）が交通安全や自治会の関係者ら約100人
の出席のもと、まき×まきホールで開催されました。
本大会は町が令和６年10月26日に交通死亡事故を９
年間抑止したことを記念し開催され、達成に寄与した
町民の表彰や記念講演などが行われました。
　同協議会会長の鈴木重男町長は「次の死亡事故ゼロ
10年を目指して、今一度交通安全への意識を再確認
するために大会を開催した。それぞれの立場での啓発
活動を引き続きお願いしたい」とあいさつしました。
　参加者らは県交通安全憲章を朗唱したあと、町内で
発生した事故の特徴や抑止の心掛けなどについて認識
を深め、交通安全への意識をさらに高めた様子でした。

町交通安全大会を開催
交通死亡事故ゼロ９年間達成を記念

1県交通安全憲章を朗唱する参加者2９
年間死亡事故ゼロに寄与された方への表
彰3基調報告を行った岩手警察署交通課
長の千葉憲生氏4記念講演を行った日本
自動車連盟岩手支部(JAF)の日戸一樹氏

申請・許可のない
農地の貸し借りは

「ヤミ耕作」です !

　次のような土地は「ヤミ耕作」
になります。
▶昔から手続きをせず、親戚や  
　知人に貸して（借りて）いる。
▶手続きが面倒だから、口約束
　だけで貸して（借りて）いる。
▶転作や税金などの関係で手続
　きしていない。

　次のような問題が生じる場合
があります。
▶相続が発生したとき、農地の
　貸し手・借り手が分からなく
　なってしまう。
▶法律に基づく手続きをしてい
　ないと公に効力はなく、トラ
　ブルになる場合がある。

　トラブルをなくすためにも、
農地の貸し借りは必ず農業委員
会で手続きをお願いします。
　貸し借りの賃料や期間などの

農地の貸し借りは
手続きが必要です

「ヤミ耕作」
をしていると　▶ 　▶

相談、調整を行い
ますので、お気軽
にお問い合わせく
ださい。
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